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標茶区は， ~II路市の北東約45km ， 国鉄釧網本線













































京大広報 1984 5. 1 
4) 野鼠被害防除試験
一方これらの試験研究から得られた成
果を応用して経営研究林の造成がなされ
てきた。天然生林を伐採し植樹造林され
たカラマツ， トドマツ，アカエゾマツ，
外国産針葉樹，ヤチダモなどの人工林
標茶区，列状，間伐を終えたカラマツ人工林
（写真）は現在374haに達している。今
後は，これら人工林の育成を続けるとと
もに，資源として減少しつつある有用広
葉樹の性質を調査 ・研究し，用材生産を
目標にした適切な更新や保育作業法を開
発し，さらに森林の生産性を高めるため
にアカエゾマツやトドマツを天然生広葉
樹林のなかに値栽して針広混交林の育成
を目mしている。
若いカラマツ林では，間伐コストを下げるために機械を導
入しやすい方法を採用することがある。
一般に北海道の森林として連想されるものは，
トドマツやエゾマツの うっそうとした森林や， あ
るいは針葉樹に広葉樹の大木が混じった原始林で、
あろう。ところが標茶の天然生林は過去にかなり
の入手が加わった広葉樹だけの明るい森林で，こ
のような天然、生林は北海道では比般的多く，これ
らの生産性を高めることは重要な課題となってい
る。なお，あわせて北海道の代表的な針葉樹であ
るトドマツやエゾマツを含む天然林の確保も演習
林の機能を高めるために是非必要で‘あり，この目
的で設けられたのが白糠区である。
白羽i区は釧路市の西北西約35回，阿寒山郡の南
端に位置し，国鉄線室本線の白糠駅より北西約16
hのところにある，海抜80～300mのやや急峻な
地形に森林が展開し，内私u駅のある太平洋岸から
牧1',i:i也があれ、ており，白糠区は農地と山岳森林地
帯との後点にあたる。白糠区の天然生林はトドマ
ツと少数のエ、／マツ，イチイなどの針葉樹を含む
針広混交林で当区の最低気温は標茶区よりやや高
く，午降水吐は1360酬と積雪量も多いので植栽さ
圧玉｜
岡田 ぷ太郎（木学名主t＇教J受・薬学博士）
4月18日逝去， 63歳。東京帝国大学工学部及び本学医
れたトドマツなどの気象苫は幾分少なし、。
ここで続けられている試験研究の主なものは，
天然、生林の樹極構成や林木の生長過程などを調査
する森林動態の追跡調査や トドマツと有用広葉樹
の混交林育成のための択伐方法に関する研究， ト
ドマツの林内更新試験などである。これらの試験
研究の成果を踏まえ，現在までに経営研究林とし
て75haの人工林が造成され，その約主はトドマツ
人工林である。また森林の生産性を高めるために
天然生林の択伐や樹下値栽などにより徐々に樹稀
の構成を変化させる作業も行われており，今後は
これらの作業を，より効果的に行う作業技術に検
討を加え，生長の旺盛な活力ある針広混交林の育
成に向けて，その面積を拡大する計画である。
以上が北海道演習林の概要であるが，両区とも
この地域の代表的な天然林の一部を学術参考林と
して保存し，調査 ・研究の場としている。このよ
うに本附属演習林は林学利や林産工学科のみなら
ず森林を対象にした多方面の研究や実習に利用さ
れるよう森林と諸施設の整備に努力している。
（農学部附属演習林）
学部卒業。昭和37年本学薬学部教授就任，59年退行。そ
の間評議員 （52年～55年）を併任。専門は薬品工学。
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